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淡海ネットワークセンターは､県内の市民活勅.ＮＰＯをサポート･ネットワークしています“
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ＮＰＯってナニ？…⑪
第13回多様な価値観がつくる

市民社会(市民熱人）

特集｡Oh1Me1Eyes･･･e

KlRARI☆lNTERVlEW…、
私たち｢きらり｣輝いています1NPO

③近江渡来人倶楽部(在住外国人支援）

⑥堅田スポーツ少年団(地域&教育）
●CAPひまわり座(人権&教育）

がんばれ!NPO応援団…｡
【めとてと☆コラポ】東近江水環境自治協議会

【マネージメント講座Q&A】

【ONLYＯＮＥリレーエッセイ】

【スローグッズ探検隊】

行って来て見て情報ＢＯＸ

５月６月………………………。
、口コミ交差点③今月のピックアップｲベント
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Ｑ１.あなたはどんな街が好き？

燕

●琵琶湖を大切にする街。

、古い伝統にしばられず､それぞれの持ち味
を生かして､いろいろな世代の人が自由に

交流できる街。

②老人や障害者に優しいバリアフリー化の
進んだ住みやすく安全な街。

、古い町家を京都の町家のようにおしゃれな
カフェや､ギャラリーに生かした街。

●人がたくさん集まる機能的な大都市のよう

な街。

●多少不便でも､自然や環境に配慮した街。
田舎っぽさを残し､心のより所的存在であ
ってほしい！

＠地下鉄､または路面電車などの交通機関
が細部にまで行き渡る交通の便利な街。

③都市のように便利で自然がとても沢山残っ

ていて老若男女に愛される街｡みんなが自

給自足してたらなおBest１１
鰻交通の便がよく､公共の施設が充実してい

る街(あればいい訳ではないと思う)。

、エコに配慮し､高齢者も障害者も施設に入
ることなく町の中で生き生きとできる街。

＜＜＜中面につづく
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コン燈.二

アメリカの銃社会の病理を描いたドキュメンタリー映

病院

〈ス停

画「ボウリング・フォー・コロンバン」のマイケル．ム

ーアがアカデミー賞の授賞式で、国連決議なしでイラク

を攻撃したブッシュに噛みついた。授賞式後の記者会見

では、「この国は自由にものが言えるのがいいところだ」

というようなことを答えていた。

確かにアメリカという国は、唯一の超大国になったた

め、その独りよがり的な面が数多く見られる。しかし、

そこは－つの価値観だけで動く社会ではなく、NPO大国

と言われる多様性が重視されているように思うのであ

る。だから、社会的な装置としてマイケル．ムーアに対

する評価もしっかりあるということだ。NPOが育ってい

くと、実はこうした多様性、多様な価値観が尊重される

社会になるのではないかと思われるのである。

滋賀では、淡海ネットワークセンターができる前、社

会福祉協議会にはボランティアセンターがあり、屋上屋

を重ねることにならないかと言われたことがある。そう

いう考えもあるだろうが、いろいろなものがあればいい

という判断があったのも確かだ。実際の相談事例でも、

社会福祉協議会がいやだからセンターへ来る人もいた

し、多分逆の事例もあるだろう。

手前味噌ながら淡海ネットワークセンターはそれなり

に頑張ってきたと言えるだろう。しかし、淡海ネットワ

ークセンターだけが頑張ればいいというのではない。

NPOに対する期待が高まる中、NPOやその活動を支援

していく多様な価値観で動くシステムが求められている

のであるｂ淡海ネットワークセンターはその一つでしか

ない。今にして思うと、残念ながら滋賀にNPOを支援す

るNPOがあまり育ってこなかった。そのため、市民発の

NPOセンターをつくることにした。淡海ネットワークセ

ンターとは別の視点で立ち上げようとするもので、セン

ターとの協力・競争関係を築ければと考えている。

こうした市民発のNPO支援の仕組みは、これからもで

きていくだろう。そうなることによって、NPOそのもの

も力を付けていくことが期待される。多様な価値観で動

くNPOが市民社会を創っていくのではないかと思われる

のである。
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Ｑ1.あなたは

どんな街が
好き？

Ｑ4.現在､お住まいの街の満足度は？

=） ＞トレ表紙よりつづき

●観光資源をいかして機能的で､若者が多く集まる老

人や､身障者に優しい街。

③都市部に一極集中ぎみの人口を分散させて､地域経
済の発展を促進させ､活気ある町を目指して欲しいと

思います。

、交通の便がよい町で自然が豊かな安全な町。

②私自身が障害者ですのでやはり障害者に優しい町が
一番だと思う｡老人と同じ特権が欲しい。

●大阪･京都へのアクセスが良いので､今のまま､多少

不便は残っても､自然や田畑が残るのんびりしたとこ
ろであってほしい。

、市町村の財政難がつづき地方分権が叫ばれる時代。

これからは､住民参加型で､住民と一緒になって町づ
くりをしていく必要があると思います。

●大きな企業の工場か大学を造って欲しい｡そうすれば
人のでいりが活発になると思う。

●真夜中でも街の灯が消えない街。
｡②｡｡｡｡●｡｡｡⑨｡⑤⑤⑤｡●ロ。。｡｡②｡、｡。｡。

Ｑ２､あなたの望む街の環境について

一

旦

まあまあ

⑨、｡｡｡。｡｡白｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡②②｡｡｡ロ

生活は近代的で

自然や昔ながらの

街並を残す

すべて

合理的

⑥。｡０｡②⑨、⑨●②ロ⑲｡｡、｡⑨、｡｡｡｡｡｡◎０⑧Ｃ

Ｑ３､あなたの家の近くにあって欲しいものは？

あまり興味はな(』

今後参加したい

と思っている

ス

あなたはどんな衝が好き？
県民１４４人巻頭アンケート結果

評

【７月号のアンケート】
次回７月はエコライフをテーマにした巻頭アンケートを企画して
います｡読者の皆さんも是非､アンケートにご協力お願いします。
詳しくは「センターインフォメーション」をご覧ください。

現在参加してい

ロ｡｡③⑥｡ｅ②⑨⑥｡⑥｡⑤｡⑨⑤⑫ロ②｡⑤｡⑥⑥⑨｡⑨【

Q5.ili航|猫づくりに帥るﾗﾝﾃｨｱ鯵111ﾉて瞭州

不

満足

アンケート：抑榊情報メール発信会社｢i2メール」協力
県民：144人（解答人数）男性：６４人女性：７５人生別不明：

5人１０代：１６人２０代：５２人３０代：３４人４０代：１１人５０
代：１１人不明：２０人



で
解
決
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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続
の
簡
素
化

手

特 集

発
展
を
図
る
活
動
、
科
学
技
術
の
振
興
を
図
る
活
動
、
経
済
活
動
の
活
性
化

を
図
る
活
動
、
議
業
能
力
の
開
発
又
は
雇
用
機
会
の
拡
充
を
支
援
す
る
活
動
、

消
費
者
の
保
護
を
図
る
活
動

学
術
、
文
化
、
芸
術
又
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
活
動
、
情
報
化
社
会
の

法
第
柏
条
に
規
定
す
る
申
詔
書
に
添
付
す
る
書
類
の
う
ち
、
次
の
書
類
を
省
略

・
設
立
者
名
簿
・
設
立
当
初
の
財
産
目
録

・
設
立
当
初
の
事
業
年
度
を
記
載
し
た
書
面

法
第
柏
条
に
規
定
す
る
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類
の
う
ち
、
次
の
書
類
を
そ

れ
ぞ
れ
統
合

・
役
員
名
簿
と
報
酬
を
受
け
る
役
員
名
簿

・
就
任
承
諾
書
と
宣
誓
番
（
そ
れ
ぞ
れ
謄
本
）

園
法
改
正
に
合
わ
せ
て
、

特
定
非
営
利
活
動
が
５
種
類
増
え
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
は
法
制
定
時
に
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
産
業
創

造
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
近
い
視
点
の
も

の
で
、
時
代
の
流
れ
を
追
認
し
て
い
る
、
と
い
う
感

じ
で
す
ね
。
経
済
の
行
き
詰
ま
り
を
何
と
か
Ｎ
Ｐ
Ｏ

※
注
１
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
主
な
改
正
点

③
特
定
非
営
利
活
動
の
種
類
の
追
加
（
枢
分
野
↓
打
分
野
）

す
か
？

示
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
お
感
じ
で

内
閣
府
飢
華
認
証
基
蓋
を

一
次
べ
Ｉ
ジ
ヘ
つ
づ
く

う
「
市
場
」
で
淘
汰
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
、
認
証
行
為
は
本
来
、
自
治
事
務
で

都
道
府
県
ご
と
に
独
自
の
基
準
を
立
て
ら
れ
る
の
で

す
が
、
安
易
に
都
道
府
県
が
追
随
す
る
こ
と
も
危
慎

さ
れ
ま
す
ね
。

Ｏ
の
実
情
、
例
え
ば
会
計
基
準
な
ど
を
示
さ
ず
単
純

に
こ
う
だ
、
と
い
う
方
法
は
ど
う
か
と
も
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
評
価
基
準
は
必
要
で
す
が
、
こ
れ

は
国
が
示
す
も
の
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
民
間
サ
イ

ド
で
す
る
べ
き
で
、
支
援
者
な
ど
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
出
会

、
設
立
の
認
証
の
申
請

、
定
款
記
職
事
項
の
変
更

③
暴
力
団
を
排
除
す
る
た
め
の
措
置
の
強
化

③
役
員
任
期
の
伸
長

②
予
算
準
拠
規
定
の
削
除
な
ど
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公
益
法
人
制
度
改
革
の
動
き
に
注
目
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
か
か
わ
る
人
た
ち
が

危
機
感
を
も
っ
て
運
動
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

特
集

Ｐ

噸
油
３

国
税
制
で
ば
屈
轍
月
か
ら
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
も
改
正

早
瀬
大
幅
な
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
ァ
メ
リ

カ
の
よ
う
に
寄
付
金
の
算
入
基
準
限
度
額
か
ら
助
成

財
団
の
助
成
金
が
除
外
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で

す
。
助
成
財
団
か
ら
大
き
な
助
成
金
を
も
ら
う
と
、

今
回
の
改
正
で
も
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
は
な
れ
な
い

か
ら
で
す
。
た
だ
、
総
収
入
金
額
の
算
定
で
、
国
、

地
方
公
共
団
体
、
国
際
機
関
か
ら
の
委
託
事
業
費
が

除
外
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
海
外
援
助
を
行

う
団
体
な
ど
は
認
定
を
受
け
や
す
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
余
談
で
す
が
、
「
国
、
地
方
公
共
団
体
の
委
託
事

業
賀
」
が
対
象
外
に
な
る
と
は
予
想
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
は
海
外
協
力
団
体
を
応
援
し
よ
う
と

い
う
某
議
員
の
尽
力
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
全
体
と

し
て
み
れ
ば
、
一
方
で
特
定
公
推
増
進
法
人
の
認
定

が
極
め
て
厳
し
い
現
状
が
あ
る
な
か
で
、
税
制
度
全

体
の
均
衡
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
精
一
杯
な
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

園
今
回
の
改
正
で
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
る
と
こ
ろ
は

さ
れ
ま
し
た
が
、

い
。

Ｏ
三
三
の
編
匡
の
の

こ
れ
に
つ
い
て
お
間
か
せ
く
だ
さ

早
瀬
従
来
の
制
度
で
は
認
定
法
人
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

全
体
の
０
．
１
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
シ
ー

ズ
Ⅱ
市
民
活
動
を
支
え
る
制
度
を
つ
く
る
会
の
試
算

で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
体
の
２
～
３
％
に
な
る
だ
ろ

う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
の
改
正
で
大
事
な
点
は
、
も
と
も
と
こ
の
制

度
自
体
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
テ
ス
ト
（
Ｐ
Ｓ
Ｔ
）

と
い
う
客
観
基
準
を
導
入
し
た
こ
と
が
画
期
的
だ
っ

た
の
で
す
が
、
群
槻
基
準
の
制
度
は
制
度
改
正
し
や

す
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
点
で
す
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
当
初
財
務
省
は
１
／
３
要
件
を
１
／

５
要
件
に
変
え
る
程
度
で
十
分
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
昨
年
春
か
ら
夏
に
か
け
て
シ
ー
ズ

※
注
４

が
実
態
調
査
を
行
い
、
そ
の
調
査
デ
ー
タ
を
基
に

１
／
５
に
変
え
る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
い
う
デ
ー

タ
を
示
し
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
っ
た
ん
で
す
ね
。
数
値

を
示
し
た
こ
と
で
財
務
省
が
慌
て
た
、
と
い
う
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
市
民
活
動
サ
イ
ド
が
数
値

デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
今
後
、
政
策
提
案
・

政
策
提
言
活
動
を
し
て
い
く
う
え
で
い
か
に
大
切
な

の
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
わ
け
で
、
運
動
論
上
の

増
え
る
で
し
ょ
う
か
？

冒鐘一

一

劃

園
認
定
要
件
改
正
の
主
な
内
容

●
い
わ
ゆ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
テ
ス
ト
（
総
収
入
金
額
の
う
ち
に
寄
附
金

総
額
の
占
め
る
割
合
が
３
分
の
１
以
上
で
あ
る
こ
と
）
に
関
し
、
次
の
措
領

が
談
じ
ら
れ
た
。
（
図
式
Ａ
参
照
）

※
注
２
内
閣
府
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
運
用
方
針
に
つ
い
て
」
の
主
な
内
容

③
定
款
記
賊
事
項
”
法
人
の
目
的
、
特
定
非
営
利
活
動
の
種
類
、
特
定
非
営
利

活
動
に
係
る
事
業
そ
の
他
当
該
法
人
が
行
う
事
業
の
内
容
が
、
定
款
上
そ
れ

ぞ
れ
具
体
的
か
つ
明
確
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

ｅ
特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
”
特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
支
出
規

模
は
、
設
立
当
初
の
鞭
業
年
度
及
び
翌
甑
業
年
度
と
も
に
総
支
出
額
の
２
分

の
１
以
上
で
あ
る
こ
と

、
管
理
運
営
函
管
理
費
の
総
支
出
額
に
占
め
る
割
合
が
、
設
立
当
初
の
事
業
年

度
及
び
翌
事
業
年
度
と
も
に
２
分
の
１
以
下
で
あ
る
こ
と
。
な
ど

※
詳
細
は
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ゴ
号
ミ
ミ
ニ
ミ
、
、
８
０
．
口
○
・
一
℃
耐
の
弄
典
２
ヨ
ロ
Ｏ
言
Ｑ
の
×
・
ヨ
ョ
ー
参
照

改正の

ポイント
＆

注意点

※
注
３
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
定
要
件
の
緩
和

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
う
ち
、

そ
の
運
営
組
織
及
び
事
業
活
動
が
適
正
で
あ
る
こ
と
な
ら
び
に
公
益
の
増
進

に
資
す
る
こ
と
に
つ
き
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
国
税
庁
長
官

の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。

イ
平
成
幅
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
把
年
３
月
制
日
ま
で
の
間
、

当
該
割
合
を
５
分
の
１
以
上
に
緩
和

ロ
ー
者
か
ら
の
寄
附
金
等
に
つ
い
て
、
寄
附
金
総
額
に

算
入
で
き
な
い
金
額
を
寄
附
金
総
額
の
５
％
（
現
行
２
％
）

を
超
え
る
金
額
と
す
る

ハ
ー
者
か
ら
の
寄
附
金
に
つ
い
て
、
総
収
入
金
額
及
び

寄
附
金
総
額
に
含
め
な
い
寄
附
金
額
を
３
０
０
０
円
未
満
か
ら

１
０
０
０
円
未
満
に
引
き
下
げ

二
国
・
地
方
公
共
団
体
及
び
我
が
国
が
加
盟
し
て
い
る

国
際
機
関
か
ら
の
委
託
事
業
費
並
び
に
我
が
国
が

加
盟
し
て
い
る
国
際
機
関
か
ら
の
補
助
金
の
額
を

総
収
入
金
額
に
含
め
な
い

ｅ
広
域
性
要
件
の
削
除

特
定
非
営
利
活
動
が
複
数
の
市
区
町
村
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
等
の
活
動
等

の
範
囲
に
関
す
る
要
件
を
削
除
す
る
。

②
み
な
し
寄
付
金
制
度
の
導
入

、
伽
＆
鮪

評
図式Ａ 受入寄付金総額等/総収入金額等≧1/3→1/５



の
動
き
が
あ
り
ま
し
た
が
．

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

二
一
菱
一

※
注
５
「
公
益
法
人
制
度
改
善
崖
の
う
ご
き

２
０
０
０
年
旭
月

政
府
「
行
政
改
革
大
綱
」
を
閣
議
決
定

（
行
政
組
織
・
制
度
の
抜
本
改
革
…
「
公
益
法
人
に
対
す
る
行
政
の
関
与
の

あ
り
方
の
改
革
」
「
地
方
分
権
の
推
進
」
「
規
制
改
革
の
推
進
」
な
ど
）

２
０
０
１
年
１
月

内
閣
官
房
（
内
閣
府
）
に
行
政
改
革
推
進
事
務
局
設
置

（
「
行
政
委
託
型
公
益
法
人
等
の
改
革
」
が
担
当
業
務
の
ひ
と
つ
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
）

２
０
０
１
年
枢
月

行
政
委
託
型
公
益
法
人
等
改
革
の
実
施
計
画
（
補
助
金
関
係
）
中
間
と
り
ま

と
め

２
０
０
２
年
３
月

２
０
０
２
年
度
中
に
「
公
益
法
人
制
度
改
革
大
綱
（
仮
称
こ
を
策
定
す
る
こ

と
を
閣
議
決
定

４
～
６
月
行
政
改
革
推
進
事
務
局
有
識
者
旧
人
（
の
べ
”
人
）
に
ヒ
ア

リ
ン
グ

２
０
０
２
年
８
月

「
公
益
法
人
制
度
の
抜
本
改
革
に
向
け
て
（
論
点
整
理
こ
を
政
府
行
政
改
革

推
進
本
部
へ
報
告

（
非
営
利
法
人
へ
の
一
本
化
、
非
営
利
・
公
益
法
人
十
中
間
法
人
案
等
の
改

革
パ
タ
ー
ン
を
提
示
）

２
０
０
２
年
洲
月

内
閣
府
行
政
改
革
推
進
本
部
公
益
法
人
制
度
の
抜
本
改
革
に
関
す
る
懇
談
会

設
置
政
府
税
制
調
査
会
非
営
利
法
人
課
税
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
設
置

２
０
０
３
年
２
月

政
府
税
調
課
税
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
新
し
い
非
営
利
法
人
は
原
則
課

税
と
し
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
は
非
収
益
事
業
に
つ
き
免
税
と
す
る
方

針
で
あ
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
る

２
～
３
月
報
道
を
受
け
て
各
地
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
緊
急
集
会
開
か
れ
る

３
月
自
民
党
行
革
推
進
本
部
か
ら
政
府
行
革
推
進
本
部
へ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
除
外
を
申
し
入
れ

３
月
政
府
行
革
推
進
本
部
事
務
局
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
当
面
は

一
本
化
の
対
象
外
に
す
る
旨
発
表

（
参
考
函
２
０
０
３
年
２
月
配
日
大
阪
で
開
侭
さ
れ
た
「
緊
急
築
会
」
配
付
擬
料
早
瀬
昇
氏
作
成
）

■

？

掴
今
回
の
制
度
改
革
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
で
す
か

制
度
改
革
」

始
ま
る
一
方
、
「
原
則
課
税
」

早
瀬
公
益
法
人
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
、
行
政

改
革
推
進
事
務
局
と
政
府
税
制
調
査
会
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
公
論
法
人
、
中
間
法
人
と
と
も
に
準
則
主
義
で

設
立
で
き
る
「
非
営
利
公
益
法
人
」
と
し
て
一
本
化

し
、
そ
の
法
人
は
原
則
課
税
（
寄
付
金
な
ど
に
も
課

税
）
と
し
、
公
益
性
・
公
共
性
等
の
要
件
を
満
た
せ

ば
、
登
録
法
人
と
し
て
一
部
非
課
税
に
す
る
、
と
い

う
案
で
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
２
月
に
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
の
後
各
地
で
緊
急
の
反
対
集
会
が
開
催
さ

れ
、
新
聞
各
紙
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
与
党
か

ら
も
お
か
し
い
と
い
う
声
が
出
て
き
て
、
結
局
３
月

Ⅲ
日
に
自
民
党
Ｎ
Ｐ
Ｏ
特
別
委
員
会
か
ら
の
申
し
入

れ
も
あ
り
、
当
面
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
は
ず
し
て
と
り

あ
え
ず
公
益
法
人
と
中
間
法
人
を
一
本
化
し
よ
う
と

い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
問
題
が
多
く
、

今
後
の
動
き
を
十
分
注
意
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

園
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

罰

黒
瀬
ま
ず
、
非
営
利
法
人
で
あ
る
公
益
法
人
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
、
解
散
時
の
残
余
財
産
を
構
成
員
で
分

配
で
き
る
点
で
非
営
利
法
人
と
は
い
え
な
い
中
間
法

人
を
一
緒
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
自
体
に
無
理
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
３
つ
の
法
人
制
度
は
成
立
の
経
綿

※
注
４
実
態
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は

シ
ー
ズ
Ⅱ
市
民
活
動
を
支
え
る
制
度
を
つ
く
る
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

言
ロ
ミ
ミ
ミ
ミ
。
弓
○
冬
の
ロ
．
、
「
●
一
頁
参
照

こ
れ
に
つ
い

あ
り
が
と
言
軍
』
さ
い
ま
し
た

一

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
そ
の
収
益
事
業
に
属
す
る
資
産
の
う
ち
か
ら
そ
の
収
益

事
業
以
外
の
事
業
の
た
め
に
支
出
し
た
金
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
収
益
事
業

に
係
る
寄
附
金
の
額
と
み
な
す
と
と
も
に
、
寄
附
金
の
損
金
算
入
限
度
額
を

所
得
の
金
額
の
釦
％
と
す
る
。

支
援
税
制
の
見
直
し
が

・
小
・
僻
葡

を
掲
げ
た
「
公
益
法
人

園
今
後
ど
の
よ
う
に
動
き
そ
う
で
す
か
？

や
背
景
、
歴
史
も
全
く
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
非
営

利
法
人
が
原
則
課
税
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
法
人

格
を
取
得
す
る
こ
と
は
任
意
団
体
に
比
べ
て
不
利
に

な
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
制
定
後
、
社
会
に
広
が
り
始
め
た

市
民
活
動
の
組
織
化
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、
市
民

活
動
の
成
長
が
抑
制
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
制
度
の
組
み
立
て
方
に
問
題
が
あ
る
。
も
し
制

度
を
改
革
す
る
な
ら
、
少
な
く
と
も
任
意
団
体
よ
り

不
利
に
な
る
よ
う
な
制
度
で
は
ダ
メ
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
旧
来
の
公
益
法
人
制
度
の
反
省
の

う
え
に
で
き
た
制
度
で
す
。
今
、
よ
う
や
く
行
政
か

ら
独
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
と
の
対
等
な
協
働
が
芽

生
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
今
回
の

よ
う
な
筋
の
通
ら
な
い
一
本
化
を
す
る
と
せ
っ
か
く

始
ま
り
か
け
た
新
た
な
協
働
の
動
き
が
飲
み
込
ま
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

早
瀬
と
り
あ
え
ず
中
間
法
人
と
公
益
法
人
を
統
合

と
い
う
こ
と
で
話
が
つ
き
そ
う
で
す
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
つ
い
て
も
将
来
的
に
は
統
合
と
い
う
方
向
性
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
、
中
間
法
人
と
公
益
法
人
が
一

緒
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
今
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
そ
れ

に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
特
性
を
今
後
も
守
る
た

め
に
は
、
中
間
法
人
と
公
益
法
人
の
合
体
自
体
に
反

対
す
る
な
ど
、
今
回
の
公
益
法
人
制
度
改
革
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
自
身
の
問
題
で
あ
る
と
危
機
感
を
持
っ
て
述

動
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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近江渡来人倶楽部

鳥

在住外国人支援国

話
、代表の河嫡俊さん

鐘謹i謹鍔謹蕊:，

た
ち
室
妻
三
さ
畜
男
三
里

Ｉ
‐

近
江
渡
来
人
倶
楽
部
代
表
の
在
日
コ
リ
ア
ン
２
世

で
あ
る
河
柄
俊
（
ハ
ピ
ョ
ン
ジ
ュ
ン
）
さ
ん
は
、

日
本
の
社
会
に
生
活
基
盤
を
築
く
地
域
住
民
と
し
て

の
意
識
と
、
「
少
数
派
」
と
し
て
日
本
社
会
を
見
て

き
た
視
点
か
ら
、
皿
世
紀
を
「
国
際
感
覚
に
敏
感
で

人
権
意
識
が
商
い
」
社
会
に
と
願
い
、
皿
世
紀
溌
初

の
年
に
近
江
渡
来
人
倶
楽
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

会
で
は
、
未
だ
残
る
在
日
コ
リ
ァ
ン
ヘ
の
偏
見
．

多
文
化
共
生
社
会
を
創
っ

包
容
力
と

、
び
り
陳

て

の
話
を
し
て
い
ま
す
。

会
で
は
今
後
、
古
く
か

ら
日
本
の
国
づ
く
り
に
関

わ
っ
て
き
た
渡
来
人
の
歴

マ
■
》

近江渡来人倶楽部
代表⑳河柄俊（ハピョンジュン）

設立③2000年４月

会員③70名

連絡先③大津市柳が崎５．２５

ＴＥＬ：O77-526-2929

URL：http:"www・tryjing・com

e･mail：trying＠hkg､odn.､ejp

ー

州：
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’
Ｆ畠
●句●

持

h空合“-審心

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
広
め
よ
う
と

奮
闘
し
て
い
る
あ
な
た
、

ﾆユ

住
民
理
解
を
進
め
る
た
め

●近江渡来人倶楽部

の理念が襟かれた会
員向け冊子。

渡
来
人
倶
楽
部
で
は
、
声

が
掛
か
れ
ば
ど
こ
へ
で
も

出
か
け
て
行
き
、
外
側
籍

い
き
た
い

差
別
の
解
消
の
た
め
の
客
観
的
で
正
し
い
歴
史
認
識

の
普
及
活
動
と
、
新
た
な
『
渡
来
人
』
で
あ
る
南
米
、

ア
ジ
ア
系
外
国
人
（
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
）
へ
の
州
迩
理

解
の
促
進
を
活
動
の
大
き
な
柱
と
し
て
い
ま
す
。
講

斌
会
や
勉
強
会
、
今
年
で
３
回
目
を
迎
え
た
「
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
テ
ィ
－
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
な
ど
を
通
し

て
、
日
本
の
社
会
に
存
在
す
る
外
国
籍
住
民
に
関
す

る
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
、
投
げ
か
け
、
そ
の
解
決

の
た
め
に
自
分
た
ち
も
参
加
す
る
こ
と
で
、
外
閣
籍

の
人
々
も
地
域
の
『
住
民
』
と
し
て
心
豊
か
に
幕
ら

せ
る
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
ま
で
少
数
派
と
し
て
社
会
で
暮
ら
し
て
き

た
か
ら
こ
そ
見
え
る
も
の
、
気
づ
い
た
こ
と
を
、
自

分
た
ち
が
幕
ら
す
Ｈ
本
社
会
に
訴
え
て
い
く
こ
と

で
、
包
容
力
と
多
様
性
を
持
っ
た
多
文
化
共
生
社
会

を
創
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
外
国
籍
住

比
理
解
教
育
が
大
切
で
す
」
と
河
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

ワ
ｑ
、

Ｆ

幸
Ｐ

■

史
を
広
く
世
の
中
に
伝
え
る
た
め
の
渡
来
人
歴
史
資

料
館
づ
く
り
と
外
国
籍
住
民
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
本
社
会
に
お
け
る
少
数
者
と
し
て
の
視
点
と
地

域
住
民
と
し
て
の
視
点
、
こ
の
二
つ
の
視
点
か
ら
社

会
の
「
内
な
る
剛
際
化
」
を
す
す
め
、
次
世
代
へ
よ

り
よ
い
社
会
を
引
き
継
ぐ
た
め
渡
来
人
倶
楽
部
の
活

動
は
続
き
ま
す
。
（
聯
務
局
坤
川
勝
六
四
）



に
、
未
就
学
児
か
ら
小
、
巾
、

高
校
生
向
け
の
ほ
か
、
親
や

教
師
な
ど
子
ど
も
に
関
わ
る

す
べ
て
の
大
人
を
対
象
と
し

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
大
人

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

人権&教育ＣＡＰひまわり塵 【地域&教育$堅田スポーツ少年団

し
て
ほ
し
い
の
だ
そ
う
で
す
。
ｔ

級
生
が
而
倒
を
み
る
縦
割
り
制

で
、
こ
れ
も
よ
い
経
験
で
す
ね
。

団
長
の
松
山
さ
ん
は
我
が
子
が
入

団
し
た
縁
で
ず
っ
と
関
わ
っ
て
き

た
一
人
で
す
。
「
難
本
的
に
子
ど

も
と
遊
ぶ
の
が
好
き
だ
か
ら
続
い

て
い
ま
す
。
団
貝
が
親
と
し
て
蹄

と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
参
加
し
た

そ
う
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
日
本
に
紹
〈

た
の
は
１
９
８
５
年
。
１
９
９
５
年
か
ら
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
講
座
が
開
か
れ
る
よ
う

に
な
り
、
全
国
で
約
１
３
０
、
県
内
で
も
５

つ
の
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ａ
Ｐ
ひ
ま
わ
り
座
が
澗
動
を
始
め
た
の

は
１
９
９
９
年
の
夏
。
活
動
の
中
心
で
あ
る

虐
待
や
暴
力
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
の
は
、

子
ど
も
た
ち
自
身
が
本
来
持
っ
て
い
る
「
力
』
な
ん
で
す

Ｃ
Ａ
Ｐ
（
○
巨
巳
雷
切
目
岸
卑
男
①
呂
目
Ⅱ
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
イ
ジ
メ
」
や
「
誘
拐
」
な
ど

供
へ
の
暴
力
防
止
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
１
９
７
８
年
、
の
寸
劇
を
見
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
の
後
、
自
分

米
オ
ハ
イ
オ
州
の
レ
イ
プ
救
媛
セ
ン
タ
ー
で
作
成
さ
な
ら
こ
う
す
る
、
こ
う
思
う
な
ど
を
話
し
て
も
ら
う

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
に
は
「
安
心
」
「
自
信
」
「
自
由
」
の
で
す
。
「
意
見
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
自
分

の
３
つ
の
権
利
が
あ
り
、
そ
の
権
利
を
守
る
た
め
に
、
で
考
え
て
も
ら
い
ま
す
。
子
ど
も
の
違
っ
た
面
が
引

子
ど
も
自
身
が
持
っ
て
い
る
問
題
解
決
力
を
引
き
出
き
出
せ
る
こ
と
も
多
い
で
す
よ
」
と
代
表
の
初
田
さ

そ
う
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
日
本
に
紹
介
さ
れ
ん
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
暴
力
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

間
教
育
と
し
て
社
会
に
川
て
も
迦
用
す
る
も
の
。
り
、

堅
田
学
区
は
昔
な
が
ら
の
漁
港
風
餓
と
新
興
住
宅

地
が
入
り
混
じ
り
、
市
内
一
児
童
が
多
く
活
気
の
あ

る
と
こ
ろ
。
そ
ん
な
中
で
堅
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は

勝
つ
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
み
に
片
寄
ら
な
い
独

自
の
方
針
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
団
し
た
ら
ま

ず
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
団
員
の
約
束
」
は
人

団
員
の
約
束
を
守
っ
て
地
域
の
一
員
と
し
て

成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
と
、
支
え
る
大
人
た
ち

や
悩
む
親
は
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る
八

で
も
救
わ
れ
る
ん
で
す
。
人
の
力
、

地
域
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
自
分
の

力
で
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
私

た
ち
も
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
。
（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
松
井
由
美
子
）

●毎年開催されている42.195kｍ

歩く耐寒トレーニングの様子。
今年で16年目を迎える。

剛
貝
が
親
と
し
て
州
っ
て
き
て
く
れ
る

で
す
ね
。
参
加
し
た
親
も
次
第
に
団
員

「
あ
い
さ
つ
を
す
る
」
「
練
習
を
休
ま
な
い
」
「
大
き

な
声
を
出
す
」
「
全
力
を
つ
く
す
」
「
人
の
話
を
聞
く

と
き
は
人
の
月
を
兄
て
話
を
聞
く
」
の
５
攻
目
。
こ

れ
は
子
ど
も
に
徹
底
さ
せ
る
た
め
、
野
球
部
が
礼
儀

而
を
滋
賀
県
軟
式
野
球
連
盟
か
ら
表
彰
さ
れ
た
ほ
ど

だ
そ
う
で
す
。
年
中
行
事
も
多
彩
で
夏
に
は
湖
族
祭

冬
に
は
⑫
キ
ロ
湖
に
沿
っ
て
歩
き
通
す
耐
寒
ト

系
レ
ー
ニ
ン
グ
と
町
内
清
掃
。
そ
し
て
昨
年

蝿
か
ら
は
稲
作
体
験
も
。
驚
く
の
は
、
す
べ

僻
て
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
が
全
員
一
斉

錦
に
参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
野
球
・
サ
ッ

つま
カ
ー
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
一
二
秘
ｎ
で
低
学

確
年
で
も
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体
験

力年昨⑬

●手作りの人形を使って
子どもたちから意見を
引き出す。

。代表の初田江美子さん
③代表の松山庄之助さん

全
て
が
我
が
子
の
よ
う
に
思
え
て
き
ま
す
。
ま
た
地

域
の
方
の
協
力
な
し
で
は
で
き
な
い
活
動
で
す
」
と
。

地
域
の
大
人
が
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
心
が
堅
川

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
は
息
づ
い
て
い
る
の
で
す
。

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
幡
郁
枝
）

子
ど
も
を
支
え
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
具
体
的

に
考
え
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
座
で
は
週
に
１
度
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

ほ
か
、
メ
ン
バ
ー
が
３
人
１
組
に
な
っ
て
、
学
校
の

授
業
や
地
域
の
公
民
館
な
ど
に
月
平
均
７
回
ぐ
ら
い

出
か
け
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
な
ど
、
初
田
さ
ん
た

ち
の
活
動
を
理
解
し
支
援
し
て
く
れ
る
人
た
ち
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
「
イ
ジ
メ
を
受
け
る
ｆ
ど
も
た
ち

や
悩
む
親
は
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
だ
け

』

ＣＡＰひまわり座

代表．初田江美子

設立１９９９年

会員３０名

連絡先：〒525=8799

草津郵便局私譜箱２０号
ＴＥＬ:090-3611．9678

ＦＡＸ:077-弱3-8166

E-mail:cap-himawariza○ezweb､nejp

守

堅田スポーツ少年団
団長③松山庄之助

設立②1977年

団員⑨180名

連絡先・大津市本堅田1-1-6
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：077-573-2063



(←①

ＯＮＩ』ＹＯＮＥ
（16種類→11種類）

．「役員名簿」と「役員のうち報酬を受ける者の名簿」の統合

．「就任承諾書」と「宣誓書」の統合

．「設立者名簿」「設立当初の財産目録」

「設立当初の事業年度を記載した書面」の省略

ス画一グッズ探検隊

リレーエッセイ

は
じ
め
の
一
歩

（２）定款を変える場合の申請書類が増えます。

・２事業年度分の「事業計画書」「収支予算書」の追加
大津の町家を考える会

青山菖子さん
Ｌ
Ｌ
■

（３）特定非営利活動以外の事業はすべて、「その他の事

業」になります。

・従来の「収益事業」に関する事項は「その他の事業」

に関する事項に改正

１
(あおやままさこ）

近頃、「ナンダロウナ～j>」という唄を耳にするが、

本当に「？」が多い。その一つ「挨拶をなぜしないの」

と思う。結婚して直に夫の母が「おまはんは、しらな

んでも相手さんはどこの嫁さんか知ってるで、とりあ

えず頭を下げや｣。よく言われました。当時は反発し

ていたけど､近頃では納得できる歳になってきました。

私達の活動拠点「大津百町館」は商店街の中にあり

ます。築百余年の町家で、十年程空き家となったお宅

を持ち主のご厚情でお借りする事ができたのです。一

年を掃除や修復に費やし、それから私が心がけた事

｢隣近所との関係」でした。義母に言い含められ「挨

拶」を励行したのです。「こんにちは」ってね。最初

は怪誘な顔をしていた近所の人達も今ではいろいろと

助けて頂いています。たった一言の「挨拶」が人と人

との潤滑油になり、「まちづくり」の始めの一歩にな
るのでは。

（４）役員の任期が切れても、直近の総会まで任期を伸

ばせるようになりました。

その他の改正の具体的な内容は次のとおりです。

①特定非営利活動の種類の追加（12分野→17分野）②暴

力団を排除するための措置の強化③予算準拠規定の削除

④課税の特例⑤虚偽報告、検査忌避等の罰則規定の新設

TEL2077-554-4F125

次
回
は
「
一
粒
の
会
」
の

石
井
和
浩
さ
ん
で
す
。

守

この件に関するお問い合わせは、滋賀県NPO活動促進室まで。
TEL：077-528-4633ＦＡＸ：077-528-4960

e-mail：ckOO＠pref､shigajp

ます。

NPO団体が開発した人や自然にやさしい商品をご紹介！

【問】東近江水環境自治協識会ＴＥＬ・ＦＡＸ：0748-46-2006

①‘）

△丹波会長、西川副会長ら理鄭たち。

性の会、びわ湖ふるさとオー

ナー会など小グループの活動

も活発化し、全体では、西の認

▽チチカカ湖のトトラをモデ

ルにした葦舟。秋には淀川
下りを決行。

最後に、行政に望むことは？「各市町村の課長クラスに、い

っしょに汗を流してくれる職員が一人でもいれば、協働は大

きく進むと思いますよ｣。

から生まれたやさしい風合いが特長です。

そして、琵琶湖の食として有名なのが、ふなずし。湖国滋賀だ

けでなく、日本を代表するスローフードであるふなずしをモチー

フにした携帯ストラップは、滋賀のおみやげにもぴったり。琵琶

湖博物館ミュージアムショップや醒井水の駅などで販売されてい

ヨシを使った製品のほか、ヨシの大切さを訴えた絵本
｢ヨシものがたり」も制作。

琵琶湖のヨシ群落を守り育てて水質浄化に役立てていこうと、

ヨシの刈り取りからヨシを使った製品の加工までを手がけてい

る、壷トラストネットワーク。ヨシから作られた紙を使った名刺

やフラットファイル、錐布のトートバッグは、琵琶湖の自然の中

ﾄ両

ﾛ

ふなずし型携帯ストラップ葦ﾄﾗｽﾄﾈｯﾄﾜｰｸ

も活発化し、全体では、西の湖美術館づくりや西の湖宝さが

し、舟運を考えるための葦舟づくりなど元気な活動を目指し

ます。１０月中旬には滋賀、京都、大阪3県の学生の連携で、

葦舟による琵琶湖～淀川下りを計画。さらに、東近江環境保

全ネットワークとの協働では、本年３月、東近江環境市民会

議を立ち上げ、持続可能な仕事と暮らしの模索を第一次産業

の分野から始めようとしています。

森から内湖へ、そして琵琶湖から淀川まで「水系」を視野

に入れた構想が、明るい未来に向け－歩ずつ進んでいます。



！

市民活動を元気にする情報コーナー

調子計ネ･ﾂﾘー
コネージメコト講座Ｑ＆Ａ
市民活動を継続させるためのワンポイントアドバイス。

☆お聞きになりたい質問を受け付けています。

質問：ＮＰＯ法が改
正されましたが、改

正に伴う申請手続き
の変更点があれば教
えてください。

回答：平成１０年に制定：回答：平成１０年に制定されたＮＰＯ法（特定非営利活

動促進法）は、施行されてからの４年間の実態を踏まえ

て、今回必要と思われる見直しが行われ、平成１４年12月

に改正ＮＰＯ法が成立し、平成15年５月１日から施行され

ることになりました。

今回の改正は、ＮＰＯ活動の一膳の発展を図るために、

その活動の種類を追加した点、設立認証の申請手続きを

簡素化した点、総力団などを排除するための措侭を強化

した点などが特徴です。

このコーナーでは､ご磁間のあった改正に伴う申請手

続きの変更点を中心にご説明します。

（１）法人を作る時に必要な書類が少なくなりましたｃ

森から内測へ､そして琵琶湖から淀剛へど｢水｣でつながった
小グループを応援しながら､ゆるやか意連携をつくりたい。
….……………………………･………・………………東近江水環境自治協議会

△2～３月恒例のヨシ刈りボランティア｡
擁Ｌ

ト

△会長の丹波道明さん

行政関係職員の呼びかけで、環境問題に関する言舌し合いが

持たれたのが７年前。翌年に、近江八幡市と安土町で長命寺

湾・西の湖環境保全協議会が発足。同会が産みの親となり、

2000年７月に東近江水環境自治協議会が誕生。長命寺湾や

西の湖、注ぎ込む川の周辺住民たちの、かつての美しかった

水辺を取り戻したいという思いからでした。

“貝が死に、もるこがいなくなっている。ヨシ原は減り、

ヒシが消えた。…水が汚れたらやがて体が汚れ、体がよごれ

？

葦紙に会員が手書きで
いた西の湖美術館。

たら「いのち」がいたむことを直

感的に感じ､今､声をあげないと、

えらいことになる･・・（設立趣意

害より抜粋)。

水の循環【森林→田畑→家庭→

→森林…】の中で繋がった、小さな事業所→溝→川→琵琶湖→森林…】の中で繋がった、小さな

グループの活動を大切にしながら、ゆるやかに連携する協議

会を構想。今では活発な会も「最初はなかなか動き出さなか

った」と丹波会長。その後、第５回リビングレイクス国際会

議の海外ＮＧＯを安土町集落に招待し交流、セブンドロップ

ス＋１との共催で創作狂言＆流域フォーラムを大成功に導き、

自主活動に火がついたと言います。

世界湖沼会議や世界水フォーラムにも参加するなど大きな

成長を遂げ、現在会員約200名。ヨシ文化懇話会やカヌー女



７月｡８月の掲示板‘情報募集中1歌瀞繍繍鯉i圭望鰯(兎さい。

■第４Ｂ回不登校｡登校拒否

問題を考える会

傍６月１４日(土)１３:OO～

内容③ミニコンサート､記念講演｢子

どもの心の問題にどう対応するか～

子どもを内側から理解するために」

講師:幸田有史さん

場所④近江兄弟社学園

参加識③500円※託児あり

【間】登校拒否･不登校問題滋賀県連絡会
ＴＥＬ･ＦＡＸ:Ｏ７７－５２５－５３６４

ゆ●●｡｡●｡⑥、｡｡｡｡｡｡｡。｡｡◎回

精神障害者患者会
にころの会)からのお知らせ

傍５月１１日（日）
１３:３０～１５:３０

内容、こころの会で､日々思ってい

る事など､ほのぼのと語り合おうで

はないですか。

場所、滋賀県立男女共同参画セン

ター研修室Ｂ

【問】こころの会

TEL:O748-52-4255(吉津）

※こころの会ではビアカウンセリン

グを24時間年中無休でしています。

下記の電話へおかけ下さい。

TEL:Ｏ７４Ｂ－５２－２ｇｌ８

０９０－８５２７－４７０３

回岱凹⑥⑤｡壁画Ｅ⑤｡⑧⑧⑤ｏの｡⑥鋒○画

求人情報

ＮＰＯ法人地域生活サポート

センター「じゅぷ」
ヘルパー募集

仕歌内容、障害のある人の地域生

活を応援する事業のヘルパー(家事

援助､身体介護､移動介誕､その他）

勤務体制○月１回･３０分から可能で

すが､週２回程度勤務可能な方歓迎。

土日勤務可能な方､早朝･夕方勤務

可能な方歓迎。

待遇ｅそれぞれの事業に応じて相応

の報酬があります。（７５０円～)ヘ

ルパー資格･経験に応じて縄遇します。

(ヘルパー2級1000円～）

【問】地域生活サポートセンターじゅぷ

住所:大津市大将軍3丁目Ｂ－Ｂ

ＴＥＬ:Ｏ７７－５４Ｂ－３５１１ＦＡＸ：

Ｏ７７－５４３－２７６７

ｅ－ｍａｉｌ:je-peux＠ｍx､scn､tｖ

助成金情報

第１５回地域福祉を

支援する｢わかば墓韓」

内容⑤地域に根ざした福祉活動を推

進しているグループに支援金を贈り、

その活動を支えます｡また､放送な

どで活動の様子を広く紹介して地域

福祉の向上を目指しています。

支援対象②地域で活発な福祉活動

をすすめているグループ｡※法人格

をもっている(ただし､ＮＰＯ法人は

申請可)グループなどは対象外。

応募締切③６月２７日(金)必着

【問】ＮＨＫ厚生文化事業団

住所:〒150．OO47東京都渋谷区神

山町4-14第三共同ビル6階

TEL:Ｏ３－３４Ｂ１－７８５５

ＦＡＸ:Ｏ３－３４Ｂ１－７６７４

ＵＲＬ:http://www・npwo・ｏｒｊｐ
ｐＯ｡⑨⑥○○○⑧｡｡②｡｡｡｡｡。｡。●

特定非営ﾘ活動法人イーパーツ
リユースPC寄贈プログラム

内容②日本国内でボランティアなど

の活動をしている非営利団体を対象

として､その活動の情報化の支援を

目的に､ベンテイアムⅢ４００ＭＨｚク

ラス以上のリユースＰＣを－団体に

つき上限１０台まで寄贈しています。

寄贈目的③非営利団体の情報化支援

寄贈対象③公益性をもつ活動(ボラン

ティア活動等)を行い､かつ､予算等の諸

事情により情報化が遅れている団体。

応募期間、毎回偶数月7日締め切り､計

年6回を予定｡※応募はいつでもできます。

※上記の締め切り内に届いた応募書

類をその回の審査対象とします。

応募方法⑳所定のエントリーフォー

ムからお申し込み後､お渡しする書

類に必要事項をご記入の上､他の資

料と合わせて事務局まで提出をお願

いします。

※FAX郵送でも応募可｡詳しくは事務局まで。

【問】特定非営利活動法人イーパーツ

住所:〒154.OO24東京都世田谷区三

軒茶屋１－１７－４メゾンクロニア307

TEL:03.5481-7369FAX:03.5481.7369

e-mail:info＠eparts-ip,ｏｒｇ

ＵＲＬ:http://www､eparts-ip､oｒｇ

平成１５年度琵琶湖｡淀川の水辺を愛する活動助成

内容ｅ琵琶湖･淀川流域の住民の方々や諸団体が行う河川浄化･愛護活動を支援し、

琵琶湖･淀川水系の水環境改善の促進を図ることを目的とする。

対象となる活動、琵琶湖･淀川水系の水環境改善にとって先駆的であり､今後の住民

活動を先導するものや､流域の住民活動の連携や交流を図る以下のような活動とします。

･水質の保全･改善に関する活動・自然生態､親水､水源湧獲等の機能を保全･改善す

る活動,水環境について知り､理解する活動

助成資格､上記の活動を行い､次の全ての条件に該当する団体(個人による活動は除く）

･河川の浄化や愛護に関する活動を行っていること･実践的な水環境改善活動・水環

境と水環境問題を理解し､親しみを得る活動･上記のような活動を記録して広く琵琶湖・

淀川流域内外へPRしていく活動など・活動対象を琵琶湖･淀川流域内の河川･湖沼、〃

としている､または､活動の拠点が琵琶湖･淀川流域内であること・過去1年以内の活

動実績があること・本助成を希望する活動に対して､他の団体から助成を受けていな

いこと･過去3年以内に本助成を受けていないこと

【問1財団法人琵琶湖･淀川水質保全機構企画開発部住所:〒541-0041大阪市
中央区北浜1-1-30横井北浜ビル3階TEL:O6-6202-1267FAX:06-6202.

１８１７URL:http://www,byq,orjp／ｇ

色、｡②｡｡◎⑨｡｡｡⑥⑨⑥轡⑨⑨。⑥｡⑥｡｡、｡③｡｡｡⑥｡⑱⑱｡｡。。｡｡⑨｡｡Ｑ

財団法人大同生命厚生事業団サラリーマン(ウーマン）
ボランティア活動助成

内容③サラリーマン(ウーマン)のポﾗﾝﾃｨｱ活動を支援することによりサラリーマ

ン(ウーマン)のポﾗﾝﾃｨｱ活動の振興と社会福祉の向上に寄与することを目的とす｡
る･

応募資格、社会福祉の推進に役立つボランティア活動を行っているか､または行

おうとするサラリーマン(ウーマン)の個人もしくはそのグループ｡但し､過去5年

以内に本助成を受けた人(グループ)は除く。

対象となる活動ｅ(1)高齢者福祉に関するボランティア活動(2)障害者福祉に関す
るボランティア活動(3)こども(高校生まで)の健全な心を養うための交流ボラン

ティア活動で､内容が先駆性､継続性､発展性があり､効果が予測できるもの

【問】財団法人大同生命厚生事業団事務局

住所:〒550-OOO2大阪市西原汀戸堀1丁目2番1号TEL:O6-6447-7101q

FAX:０６．６４４７－７１０２e-mail:info＠daido-life-welfare・orjp

滋賀会館シネマホール復活再生プロジェクト始動！

識

:~ノ

昨年度末に閉館となった滋賀会館シネマホール｡しかし閉館

を惜しむ声が県内外に広がり､市民有志で結戚された｢滋賀会館

シネマホールﾌｧﾝクラブ｣を中心に復活再生プロジェクトが始動。

事業面､施設管理で企業と行政が協力するという新しい運営方

式を探りながら､映画の上映が続けられることになりました。あ

なたも復活のウェーブに加わりませんか？

●５月の上映予定●リクエスト受{；

図ｱジﾌﾌの鏑を伝えたい風ｱジｱ映画上映会今後上映してほＬ

期間:５月１６日(金)～１８日(日）氏名､電話番号を

｢至福のとき』１０:30～／１７:20～ファックス､また

｢小さな中国のお針子｣☆12:40~/19:15～淡海ネツトワーZ

i猟奇的な彼女｣１５:OO～送りください｡猟

入場料:前売1,300円(完全入替制）滋賀会館シネマ

3作品共通券３，BOO円券をプレゼントし
当日☆作品のみ1.700円､その他は1‘300円

●リクエスト受付中１

今後上映してほしい作品名と住所、

氏名､電話番号を記入の上､八ガキ、

ファックス､または電子メールで

淡海ネットワークセンターまでお

送りください｡抽選で3名の方に、

滋賀会館シネマホール映画鑑賞

券をプレゼントいたします。

p1

b』

|クローズアップ･'情報ＢＯＸ 、記録映画『元始女性は太陽であった平塚らいてうの生涯』

「平塚らいてうの生涯」を観る会

鵬，
平塚らいてう
(1886～1971）

来る６月８日、男女共同参画センターにおいて、記録映

画「元始女性は太陽であった一平塚らいてうの生涯」を上
映します。

平塚らいてうが『青踏ｊにのせた「元始、女性は太陽で

あった。真正の人であった」の言葉は有名ですが、その生

涯を広く知っている人は少ないのではないでしょうか。

羽田澄子監督は、動くらいてうのフィルムが僅か１４秒

という困難な条件の中、女性の解放と世界の恒久平和のた

めに真禦に生きたらいてうの生涯を、日本の近現代史を背
景に、多くの証言や資料を駆使して見事なドキュメンタリ

評

一映画に完成させました。

女性の人格と平和が大切な今だからこそ、多くの方々が

この映画を観て下さることを願っています。

日時③６月８日（日）（１）１４：００～（２）１８：００～

場所、県立男女共同参画センター

参加費ｅ前売り1,200円当日1,500円
【間】滋賀県母親大会連絡会気付記録映画元始、女性

は太陽であった「平塚らいてうの生涯」を観る会
ＴＥＬ：077-525-9344



参加者募集

土山初夏の食害防除作業

し５月１６日(金)～1Ｂ日(日）
２泊３日

内容②食害を防ぐために昨年の夏に

かけたポリネットを今回の作業では

ずします。

場所②甲賀郡土山町

参加班、５，０００円(２泊３日宿泊・

食事代込み）

※高校生以上

【問】かもしかの会関西事務局

TEL:Ｏ７５－５０２－４２５５

，⑥｡⑤⑥の｡⑨｡｡●｡⑭や○○○②｡◎ﾛ

ｲｷｲｷ人生創造塾･メンバー募集

(1)英会話を学んで海外ボランティア

(2)無腰薬ファームづくり

(3)近江郷土料理研究

(4)環境パートナー

※内容についてはお問い合わせ下さい。

【問】滋賀県健康生きがいづくり協議会
ロTEL:O77-584-2707(渡辺）
｡｡｡｡｡｡、｡｡⑥０，，，⑨｡＠③｡③。

第２回｢大津ジｭﾆｱｵー ｹｽﾄﾗ」
ｻﾏー ｽﾄﾘﾝグﾌｪｽﾀのお知らせ

内容②弦楽器をしている子どもたち

大集合11※子どもたちのための弦楽

合奏｡練習(3回)合宿参加などの条

■件あり

■日時⑳B月１４日(木)１４:OO～

場所⑤大津市民会館小ホール

、参加没用③5,000円

※参加条件など詳しくはお問い合わせ下さい

【問】大津ジュニアオーケストラ

、TEL:O77-525-338B(杉中）
｡｡◎｡⑲ロロロロロ｡｡◎｡｡｡｡＠｡｡、

ボランティア募集

･噺菖勇零妻言編i夷
Ｄ方を募集しています。
内容③録音済カセットテープの消去・

整理作業

条件●月１回程度可能な方｡交通費

実費支給､ボランティア保険加入

●場所、伊吹町
【問】坂田視覚障害者協会支援ボラ

ンティアグループ

TEL･FAX:O74g-55-2201(丸本）

○○回｡｡、⑤｡④。｡｡｡｡◎｡｡｡｡、｡

「第20回ﾌﾉﾚー ﾄﾌｪスティバル
イン滋賀｣出演者募集

内容②１１月2日(日)びわ湖ホール

で開催するこの催しへの出演者を募

集しています｡参加者にij､人自奏で

出演していただきますので､当日ま

でに5回の合同練習があります。ｑ

詳しくはお問い合わせ下さい。ｇ

【問】第２０回フルートフェスティバ

ルイン滋賀実行委員会

ＴＥＬ:Ｏ７４Ｂ－７４－Ｏ４０６

しがチャイルドライン

常設化に向けて
受け手養成講座受講生募集

内容③あなたも子どもたちの声に耳

を傾けて電話の受け手になってみま

せんか？

５～９月･月一回の講座でチャイルド

ラインとは?から始まり電話を受け

るための研修を20時間行います。

場所③コープぜぜ2Ｆ

賀用③５，０００円

【問】ＮＰＯ法人CASN

TEL:ＯｇＯ－７５５１－９２０３

ＦＡＸ:Ｏ７７－５４５４０３Ｂ

ｎ｡｡｡⑤｡⑤、○○画｡⑪⑤｡｡｡｡③｡②

イベント情報

情 報 Ｂ ０ Ｘ ５．６月
第１２回｢鈴鹿馬子眼｣全国大会ダイニックアストロパーク

天究館からのお知らせ傍６月１５日(日)ｇ:ＯＯ～

場所③あいの土山文化ホール ◇初夏の夕べにアンサンブルを楽しむ

【問】大会事務局/あいの土山文化ﾎー ﾙ 日時③５月２８日(水)１８:３０～

参加費、無料(定員100名TEL:Ｏ７４Ｂ－Ｓ６－１６０２
要事前申込）ＦＡＸ:Ｏ７４Ｂ－６６－１６０３

ｏｏｏ③。．｡。。。。｡。｡．。。⑨、．。◇特別観望会｢金星食を見よう」
日時③５月２９日(木)１３:BO～

蝿牛会アート展
参加費ｅ無料

◇｢岩井克統水彩スケッチ画展」◇親と子の天文教室第１回｢北斗七
内容③野洲町在住の岩井克統さんに星(おおぐま座)のすべて」
よる水彩スケッチ画を展示日時ｅ６月７日(±)時間未定
日時②６月２日(月)～２９日(日）参加費③500円(定員40名先着順）
１０:ＯＯ～１７:ＯＯ ◇音楽会｢紫陽花色の午後に歌声を

場所③近江鉄道高宮駅コミュニティ聴く」
センターギャラリー日時⑬６月２１日(土)１５:ＯＯ～

◇｢ブライアン･ウイリアムズ絵画展」参加費⑤無料(定員１０o名先着順）
内容、風景画など30点程度展示予定◇黄道十二星座を見てみよう②｢お
日時②６月１４日(土)・１５日(日）とめ座.てんびん座」
１０:ＯＯ～１７:ＯＯ 日時③６月２１日(土)１９:３０～

場所④彦根市高宮地域文化センター参加費③小中学生1ｏｏ円高校生
◇I河村･安津･小畠三人展&生け花展」以上200円
内容③タベストリ､ガラス作品､水彩◇特別観望会｢太陽系九大惑星をＧ
画等の展示ＥＴしよう｣第４回｢冥干里」

日時⑳６月１４日(土)・１５日(日）日時②６月２８日(土)１９:30～
１０:ＯＯ～１７:ＯＯ ●参加費③小中学生１００円高校生
場所、徳性禅寺(彦根市高宮町）以上200円

※参加費はいずれも無料【問】ダイニックアストロパーク天究館
【問】高宮町鍋牛会TEL:O74B-48-1B20

TEL:O74g-23-O605(馬場）FAX:O74g-4B-2129
｡□｡｡｡⑤｡｡。。■⑤｡｡｡｡｡⑥｡。｡。。⑤。。⑥｡｡＠⑨、③⑥ロ｡＠④。。｡。

ビデオシアター日時②６月１４日(土)･１５日(日）とめ座.てんびん座」

◇｢アリスの恋」(米．１９７４）
１０:ＯＯ～１７:ＯＯ 日時③６月２１日(土)１９:３０～

日時②５月１７日(土)(1)１０:ＯＯ～場所④彦根市高宮地域文化センター参加費③小中学生１００円高校生
ｑ◇｢河村･安津･小畠三人展&生け花展」以上200円(2)１４:OO～

:馬弗言討(常剛鱈善ｽﾄﾘ､ｶﾗｽ作品水彩◇特別観望会｢太陽系九大惑星を。ＥＴしよう｣第４回｢冥王星」

日時⑳６月１４日(土)・１５日(日）日時②６月２８日(土)１９:30～(2)１４:ＯＯ～

場所⑳県立男女共同参画センター１０:ＯＯ～１７:ＯＯ ●参加費③小中学生１００円高校生
※託児あり(３日前までに申込要）場所、徳性禅寺(彦根市高宮町）以上200円

※参加費はいずれも無料【問】ダイニックアストロパーク天究館【問】県立男女共同参画センター
【問】高宮町鍋牛会TEL:O74B-48-1B20TEL:Ｏ７４Ｂ－３７－３７５１
ＴＥＬ:O74g-23-O605(馬場）FAX:O74g-4B-2129

D｡◎。●｡｡｡。。｡｡｡｡⑥｡｡｡◎｡｡

⑥｡｡｡｡、②②。。｡。｡｡。②｡⑨。。。。。⑤。。⑥｡｡＠⑨、③⑥ロ｡＠④。。、色

自棚寮会｢朽柵山を歩く(')」江州音頭ﾌｪｽﾀinしが20ＯＢＩ勉強会.交流会’し５月１７日(土)１０:ＯＯ～
し６月２２日（日）１０:ＯＯ～

場所②朽木いきものふれあいの里 滋賀県脳卒中者友の会｢淡海の会」
場所@豊栄のさと(犬上郡豊郷町）５周年記念総会｡医療相談会センター(集合）

……雨….糞i灘既鯛繍心撫層柵
参加黄＠100円(保険代）

眼鏡､八イキングのできる服装場所②明日都浜大津4Fホール
申込締切、前日まで(定員30名）TEL:O77-52B-3741
【問】朽木いきものふれあいの里友の会。。。。。。。。。。。。。。③。。｡。。。、参加費③無料【問】滋賀県脳卒中者友の会｢淡海の
TEL:0740-383110(ふれあいの里内）ワールドの集い 会」

｡。。。。。。。。。。。。。。。。。。・・し６月２２日(日）●TEL:O77-511-5166
第２回｢琵琶湖外来魚駆除の日」１３:OO～１６:ＯＯｏｏ｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡．｡｡｡｡｡･･･

し５月25日(日)１０:OO～内容e第'部:インドネシアの音楽とカウンセリング勉強会
踊り､第２部:外国人の日本語劇とパレ５月１４日(水)１０:OO～場所●草津市下物町烏丸半島多目フォーマンス､第３部:交流会

的広場参加費、無料場所③大津市生涯学習センター
参加費、無料(釣り大会参加者のみ場所②ビパシティ彦根大ホール参加費、初回無料２回目以降有料
保険料100円要） 【問】ひこね国際交流会ＶＯＩＣＥ事務■【問】マザーカウンセリング協会
【問】琵琶湖を戻す会 局(丹下）近畿支部事務局
TEL:OgO-B527-3752(高田）TEL:O749-23-5517TEL:O74g-27-OB13

e-maiI:hi｢oko極deneb.f｢eemail・nejpFAX:Ｏ７４９－２７－Ｏｇ６１

編集ポﾗﾝﾃｲｱﾚポー'＠識鶴Ｉ繍舗ﾌ潅駕聖泌ﾌｪｱ'に参'1'し℃
日本においての第３回世界水フォーラムでは多くの水問題が討議され進展が

あったことと思っています。

私たち劇団「かいつぶり」も一環頚業の「びわ湖水フェア」に参加して、市

民県民の立場から舞台の上より見ずについて発信を試みました。

内容は、近江の画家･言喬節子氏の'三j判り暁鐘｣をベースに団員である西

村政博が脚本化したものです。

主人公のひょう太と竜姫の悲恋に重ねて琵琶湖の美しさと神秘さを､そして

水の大切さと命の尊さをストーリーの中に込めた作品です。

事業の主旨を踏まえた演劇を、観客をはじめ関係者の皆様に理解していたた

ちに無事終了させることができました。ありがとうございました。

観客をはじめ関係者の皆様に理解していただいたように思います。お陰様で盛況のう

』た。ありがとうございました。

？
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募集人員：２０名

応募資格：市民活動を実践しているか市民

活動に関心があり、屋台村に参加できる方

応募期限：５月20日（火）

応募先：センターまで

※詳しくはセンターまでお問い合わせ下さい。

｢おうみネット」では紙面づくりにご協力いただ

ける方を募集しています。文章を普くのが好き

な方、市民活動に関心のある方で、メールまた

はファックスをお持ちの方なら特に資格はあり

ません。詳しくはセンターまでお問い合わせ下
さい。

Ｉ斑鯉所｝
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新しい運営会議委員が決まりました2003年度年間スケジュール

いい意味で、団長さんたちスタッフの大人が子

ども心を失っていないんですね。楽しくなければ

続かない。きっと団員の心の中にスポ少は忘れら

れないよい思い出となってるはず。

(編集ボランティア・幡）
....●.色.＆.■.......｡..｡.■･･■e･QGQOeo勺6.0.J｡｡｡●｡｡■｡b■■､●bDppq●0らゅ

未就学児のワークショップでも『人権.Iという

言葉を使うという初田さん。「しゃべれない赤ち

ゃんの妹にも人権があるの？ならボクが代わり

にしゃべってあげる」と言った男の子がいたとか。

ＣＡＰひまわり座のみなさんの、ワークショップ

の回数の多さに驚くとともに、終わりのない活動

なんだと思わずにはいられません。

(編集ボランティア・松井）

淡海ネットワークセンターでは、県民の皆さま

からのご意見やご意向を反映しながら運営を進

めるため、有識者やさまざまな活動をされてい

る方々による運営会議を設けています。一般公

募の委員募集では、多くの皆さまからのご応募
ありがとうございました。

第４期揮営会識委員は次の方々です。

淡海ネットワークセンターの今年度の年間スケ
ジュールが決まりました。

｢わくわく市民活動ゼミナール」や「おうみ市民

活動屋台杖l、「ＮＰＯ運営支援事業l「おうみＮ
ＰＯ活動基金助成事業」を今年度も行うほか、
みなさんからの意見や提言をいただいて、新し

い展開も模索していきたいと考えています。

☆おうみ未来塾開講式
６月7日（土）午後

ピアザ淡海県民交流センター207会議室

員ｎｎＲ･Ｓ

ＮＰＯ運営支援葛操受け入れ先ＮＰＯ募集､決定
包口、豆．Ｂ

おうみ未来塾開識式

わくわく市民活動ゼミブール(以降4回随時開催）
員ｎｎａ７

データベース更新
巳ＤＤＢ，ｇ

淡海ネットワークサロン開催（以降随時開催）

おうみＮＰＯ活動基金助成事業蕊集
貝ｎｎａｌＯ

おうみ市民活動屋台村
口ｎｎＲ、１１

淡海ＮＰＯデータファイル発行
県外団体との交流会
日００４．ｓ

おうみ市民活動交流会
おうみ未来塾研究成果発表会
※計画は予定ですので、
開催時期などを変更することがあります。

･明智栄一さん（淡海フィランスロビーネット）

･遠藤恵子さん（学習グループすぴか）

､奥野修さん（NPO法人ひとまち政策研究所）

･近藤峰二郎さん(滋賀県立大学環境科学部助教授）

･鹿田由香さん（滋賀子育てネットワーク）

･仲野優子さん(NPO法人おうみNPO政策ﾈｯﾄﾜー ｸ）

･初田元明さん（ＣＡＰネット・しが）

･早川洋行さん（滋賀大学教育学部助教授）

･本郷智子さん（ＮＰＯ工．村ネットワーキング）

､森口行雄さん（ＮＰＯ法人ジャパンウェイ）

この冊子は､大豆インキおよび再生紙を使用しています。

スタッフ紹介

この情報誌は古紙配合率１００%再生紙を使用しています｡尼

はじめまして。守山市からこの４月よりセン

ター事務局にお世話になることになりました。今

までの職場の環境とは全く異なり、しばらくの間

はとまどう日々を送ることに怒ると思いますが、

多くの人々との出会いや今までとは違う視点から

物事を見られるととに期待しています。これから
様々な場所でできるだけ多く方の声を聞き、いろ

んな頚を吸収していきたいと思っています。まだ

何もわかりませんので、ご迷惑をおかけすること

ぺ《

Ｑ１／水を汚さないないためにどんなことに心掛けています力､？

Q2／琵琶湖や河川を一番汚しているのは何だと思いますか？

ａ､生活排水ｂ､工業排水ｃ,農業排水ｄ,その他

Q3／外出先で出たゴミはどうしますか？（周りにゴミ箱がなかったら）

ａ必ず家に持ち帰るｂ､ポイ捨てしたことがある

ｃ,帰宅するまでの間でゴミ箱を探して捨てる。ｄ・その他

Q4／洗剤は何を使っていますか？

ａ､廃油から作られた粉せっけんｂ・液体洗剤など合成洗剤

ｃ,気にしないｄ,その他

Q5／お風呂の残り湯はどうしますか？

ａ洗濯に再利用ｂ･植木の水やりや拭き掃除に使う

ｃ､そのまま流すｄ・その他
ノ

おうみ市民活動屋台村実行委員募集

市民活動やＮＰＯの情報を広く紹介し、市民団

体の活性化を図るため「おうみ市民活動屋台;剛
を今年度も開催します。この屋台村に一緒に参
画していただける実行委員を難集します。

お詫びと訂正

があるかもしません。

皆さんどうぞよろしく

お願いします。

(事務局林龍史）

岸、

石蝋潟；

ＪＲ毘邑湖線ＪＲ毘邑湖線

.‘；

I名神大津IＣ

１

１ｋ

;〆

響瀞

因迩1号

県庁
■

癖
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おうみネット34号の「淡海

ネットワークセンター運

営委貝がすすめる気にな

る一冊」のコーナーで、

｢エコ・エコノミー」の紹

介文の執筆者・樋、幸永

さんのお名前が抜けてお

りました。お詫びして訂

砿いたします。

アンケートにご回答いただけるか

たは､性別・年齢をご記入のうえ、

ハガキ、ファックス、または電子

メールで、下記までご送付くださ

い。住所・氏名をご記入いただい

た方には抽選で粗品をプレゼント
いたします。

毘琶湖

文化館びわ湖ﾎｰﾙ

,ノＰｿﾘﾘ9J潮二Ｆ

１１毎ネットワークセフ
オ)屑掘諒､向甚i誌調『威百１

駄為篭

淡海ネットワークセンター
(財)淡海文化振興財団

■〒ｓ２Ｏ－ＯＢＯ１大津市におの浜1-1-20

回ＴＥＬＯフフ雪Ｓ２４－Ｂ４４０回ＦＡＸＯ７７－５２４Ｂ４４２

画http://www･biwa･nejp/~ohmi-net

函E-maiI:ohmi-net＠mxobiwane・ｊｐ

ご利用日時、月曜日と祝日の翌日を除く毎日（１２/２９～1/Bを除く）
火～金曜日／g:ＯＯ～１９:ＯＯ土日曜日､祝日／g:ＯＯ～１７:ＯＯ

ｅ淡海ﾈｯﾄﾜー ｸセンターの情報交流誌｢おうみﾈｯﾄ｣は次のところに配布しています。
･各地域振興局､県民怖報室､県内図諜館､琵琶湖博物館､男女共同参画センター､文化産業会館､陶芸の森､草津コ

ミュニティ支援センター､県社福憾ボランティアセンター､大津市生涯学習センター蝉さきらホール､滋賀銀行､郵便局(ボ
ランティア貯金窓口)､公民館など

毘琶湖

文化館びわ湖ﾎｰﾙ

｢おうみネット」編集ボランティア募集

７月号のアンケート


